
　

礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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明石和也　日名幹雄
牧尉太
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来週の奉仕者
（１０月２５日）

牧唯恵伝道師

日名洋
泉水京子
西山秀平
西嵜真由美
李雋英　　　　　　
浅野恵子
山本麻美
岡本享子
日名陽子
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　主人が亡くなって約 10年になるのですが、その頃から２
つの仕事を掛け持ちしながら今まで働いてきました。これか
らの事、年齢の事、残りの人生の事等２年程前から考える様
になり、新しい事にチャレンジしている教会の家族を通して、
この年齢になるけれどチャレンジしてみようという気持ちに
なりました。今までとは違う職種や環境で働く事に勇気がい
りましたが、神様から与えて下さった志だと思い、介護の仕
事に挑戦しています。
   新しい職場はデイサービスの仕事です。始めて約３ヶ月と
経ちますが、ほぼ未経験の私には思っていた以上にハードで
覚える事が細かくて沢山あり、先輩に教わりながら介護技術
等を学んでいるところです。
    ある時ミスを連発して落ち込みそうになりながら利用者
10人位のおやつの用意をしていると、施設でかけるCDの
曲の中から、「You  raise  me up  」 の曲が聴こえてきまし
た。心が平安になっていきました。利用者のお一人から、  「お
やつのコーヒーを色々な人が入れてくれるけれど、あなたが
た入れてくれたコーヒー、美味しかったよ。」と声をかけて
くれて、涙が出そうなる位とても嬉しく、心が温かくなりま
した。その方を通して神様が私にかけてくれた言葉だと感じ
ました。
    神様は絶妙なタイミングで私には励まし、慰めた力を与
えて下さるお方です。これからも神様と共に一つ一つ着実に
仕事覚えていき、利用者に喜ばれる様に努力していきたいと
思っています。

「神はみこころのままにあなたがたのうちに働いて志を立て
させ、事を行わせてくださるのです。すべてのことをつぶや
かず、疑わずに行いなさい。」ピリピ 2:13 - 14
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佐々木結心郎

渡辺和香子

　　

（ ２０２０年１０月１１日 ）
（要約者：藤原友規子）

誕生者のお祝い

チャーチミーティング

黙示録　福澤師

19:00~ 特別夕拝

　今週も詩篇 (43 篇～ 49 篇 ) を読み進めていきましょう。『し
あわせなら手をたたこう』という曲、子どもの頃に歌ったこ
とのある方も多いのではないでしょうか？ 47篇の 1節を元
に作られた曲だそうです。作詞者は木村利人さんというクリ
スチャンで、彼がフィリピンの農村でボランティアとして働
いた体験から作られました。1954 年、第二次世界大戦で日
本兵により親や家族を殺された経験を持つ人達がまだ多く、
冷たく厳しい態度を木村さんに向ける人達が多くいた中、唯
一、友好的な態度をとってくれていたランディという青年と
の交わりを通じ、国のした悪に関わりなく、人のした悪を思
わず、自分の国という概念を超えて、同じ主を喜び、褒め称
える時、奇跡が起こされるという体験です。敵対関係にあっ
ても、同じ主に共に向かい、主の御胸である「愛し合う事、
赦しあう事」を、態度をもって示して行った時、人が行った
悪のわざは薄れ、ただ主の栄光が大きくなっていきます。東
京オリンピックの時には世界的に有名になり、多くの国の言
葉で歌われるようになりました。6節 7節で、繰り返し「ほ
めうたえよ」と出てきますから、主の恵みを証出きる曲として、
神様の事をまだ知らない人でも誉め歌えるように取り計われ
たのかもしれませんね。

牧　一穂　牧師
河島稜

西嵜芳栄
眞砂香和
髙橋奈津江

　２日　曽我一裕
　　　　岡本絆
　 7 日　野上裕美子
　９日　河島弘子
１１日　石原奈々絵

　１１日　石坂美緒
    １２日　北殿雅一
　　　　　淺野省吾
　１４日　高橋未衣
　１６日　池田優香
　

１９日　横山栄子
１９日　岩崎優輝
２３日　佐々木結心郎
２５日　西嵜孝之
２６日　藤原柑奈

２７日　原田安祐美
２９日　明石和也
　　　　日名幹雄
　　　　牧尉太
３０日　渡辺和香子 　

10 月の誕生者
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楢村明子

聖餐礼拝
スモールファミリー 

農業体験（稲刈り）

 メディアにとらわれる人生や、SNS を頼りに生きる情報化社
会を描く風刺画が何枚か紹介されました。人間が中心となっ
たこの社会の正しいことは真理から「ズレ」ていることがあ
ります。そのような「ズレ」に気付いた時、見ないふり、関
わらない、そんな選択をするのは簡単でしょう。しかし、私
達に求められているのは正しい価値観を伝え、「ズレ」を戻す
こと。問題を感じる目線は各々で異なり、各々の心に残った
問題は、その人が向き合うべき課題なのでしょうと語られて
いました。そのためにまず私達は真理を知らなければなりま
せん。私たちの価値観は真理に基づくものだからです。
パウロは一人の人との出会いにより、生き方を変え、多くの
人を救いました。問題が起こる時は私達自身の生き方を変え
ることのできる時、そして、社会の中で問題に見えるような
人や物事に出会う時は、私達が生き方を変えるきっかけを与
えることができる時であると、私達は今、パウロの証から学
んでいます。

パウロがキリストを迫害していたのは、あまりに残酷でひど
いことでした。後に、生き方を変え宣教を続けたパウロも様々
な迫害に会いました。エルサレムでユダヤ人に捉えられ、群
衆が大騒ぎしている中で、千人隊長に弁明に機会を求めたパ
ウロはとても冷静でした。（使 22：1～ 16）
私達は、自分の過去をきれいに処理しているものです。自分
が英雄で立派な過去を誇る、もしくは悲劇のヒロイン、自分
は無意味…。記憶の処理の仕方は人によって様々ですが、そ
れによって処理された記憶は真理からズレていることがほと
んどです。その時、自分が冷静さを欠いて間違った判断をし
たからです。しかし、きれいに処理するためには自分のズレ
により起こった問題を正当化したり、責任転嫁をしなければ
ならないので、本来起こるはずのなかった問題や、できるは
ずのない傷も残すことになります。
「５つの目の言葉を選ぶ習慣」。よく語られるこの訓練は、日々
伝える言葉の中に、自己的な思いや、人を傷つける思い、悪
い影響を与える可能性がないかを探り、伝える時にはすべて
相手のためであるように、言葉を選別できるようになるため
です。それを続けることで、冷静な判断と行いができるよう
になるはずです。

『千人隊長は、「私はたくさんの金を出して、この市民権を買っ
たのだ」と言った。そこでパウロは、「私は生まれながらの市
民です」と言った。』（使 22：28）これまで、宣教のために
証をしてきたパウロがここで初めて「弁明」のために自分の
ことを証しています。この市民権は今日、私達の暮らしにあ
るようなものではなく、階級により、選ばれた者だけが与え
られる大きな権利でした。そのため貴族達は金でこの権利を
買いました。パウロは、父の代に父が認められた功績で、市
民権を得ており、植民地時代に奴隷であった民族が市民権を
持つということは非常にまれなことでした。冷静に伝えたこ
とで、千人隊長の信頼を得、群衆からの暴動を免れました。

しかし、それでも暴動は収まらず、今度は最高法院を招集して、
パウロは裁判にかけられます。そこで、大祭司アナニヤが登
場します。大祭司アナニヤは「彼の口を打て」と命じました。
同じ同胞であるパリサイ人であるパウロを裁判にかけ、まだ
判決が出ていない状態のパウロに罰を加えようとしたのです。
正しく判断せず、行ったことは「決めつけ」でした。これは
私達の生活の中でもよく起こります。
もう一人のアナニヤはダマスコの途上で目が見えなくなった
パウロの目を癒した人物です。（使 22：12,13）同じ名前の 2
人のアナニヤの判断と行動が対照的に書かれています。

① 自分の過去をよく知る

間違えて処理していた過去の記憶を探り、その時の自分の行
いが、イエスキリストの生き方とどう違ったのかを見なけれ
ばいけません。過去に残る傷が自分を責めるなら、その傷を
よく見てみましょう。その痛みを治すには、傷に残る悪いも
のを取り除かなければなりません。傷の処置と同じ、それを
取り除く作業はさらに痛みを伴うことがあるでしょうが、そ
の痛みは悪くするためとは違います。そして、繰り返し同じ
過ちで傷つかないようにしなければなりません。また、その
傷から自分を責めようとする思いも断ち切らなければなりま
せん。

② 守りのために間違った判断をしない
大祭司アナニヤは間違った判断をしました。大祭司アナニヤ
は律法に従って生きる大祭司という立場にありながら、自分
の立場を守ろうとして、間違った生き方をしていました。彼
はその職権を濫用して、不正なお金を受給したり、人々を賄
賂によって従わせていたと言われています。結局、彼は最後、
同胞から暗殺されます。
一方、もう一人のアナニヤの判断は、正しいものでした。自
分の仲間を迫害し、虐殺してきたパウロでしたから、アナニ
ヤにも葛藤があったはずです。その目を癒し、パウロのこと
を「兄弟」とまで呼び、彼に寄り添いました。アナニヤは自
分自身もパウロと同じ罪人であると認めていたからです。多
く赦された者は多くを愛すると書かれています。（ルカ 7：
36-50）その行動によって、パウロは 180 度造り変えられ、
神様に従って歩むようになったのです。私達も判断する時に
は、自分を守るためではないかをよく見極めなければなりま
せん。

③ 祈りと備えからくる冷静な態度
千人隊長の判断は常に冷静でした。そしてパウロも冷静でし
た。どのような場面においても、冷静でなければ、人は聞い
てくれません。感情は素晴らしいものです。冷静な喜怒哀楽
と感情的な喜怒哀楽は違います。感情的になった時に取る行
動はズレていることが多いものです。悪いことをしたときに
母が泣く姿はとても心に残るが、もし、その時感情的に母が
泣いて怒れば、同じ思いでも心には残らなかっただろうと話
されていました。日々予期せぬことは起こりますから、何が
起こっても冷静でいられるために、祈って備えることで行動
は変わることでしょう。『身を慎み、目をさましていなさい。
あなた方の敵である悪魔が、ほえたける獅子のように、食い
尽くすべき獲物を捜し求めながら、歩き回っています。』（Ⅰ
ペテロ 5：8）

「パウロの証」   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～キリストを迫害する人生～　　　　　　　　　　　　　使徒22～23:11

　　　

二人のアナニヤ

パウロの市民権とは

記憶の処理

さいごに
左膝の人工関節置換手術を受けた方のコラムが紹介され
ました。自分の心にある冷たさや苛立ちを振り返り、悔
やむ日々の中で書かれていました。『イエス様の愛にあふ
れた清い温かみのある心に置換手術で変えてほしい。置
換手術ができるのはこの地上であなただけです。』（コラ
ムより引用）
祈れば、神様は心を必ず取り換えてくれます。取り換え
られた心はイエス様の心と同じです。どんな時にもイエ
ス様のように温たかな心で冷静な行動を取ることができ
るように、私の心を取り換えてくださいますように祈り
ます。
『その夜、主がパウロの側に立って「勇気を出しなさい。
あなたは、エルサレムでわたしのことをあかししたよう
に、ローマでもあかしをしなければならない」と言われ
た。』（使 23:11）神様はいつも勇気づけ、励ましてくれ
ています。心を取り換えてくださると信じて、祈り備え、
どんなことが起こっても冷静に判断できるように、そし
てパウロのように証して生きる者になりたいと願います。

左膝の人工関節置換手術を受けた方のコラムが紹介され
ました。自分の心にある冷たさや苛立ちを振り返り、悔
やむ日々の中で書かれていました。『イエス様の愛にあふ
れた清い温かみのある心に置換手術で変えてほしい。置
換手術ができるのはこの地上であなただけです。』（コラ
ムより引用）
祈れば、神様は心を必ず取り換えてくれます。取り換え
られた心はイエス様の心と同じです。どんな時にもイエ
ス様のように温たかな心で冷静な行動を取ることができ
るように、私の心を取り換えてくださいますように祈り
ます。
『その夜、主がパウロの側に立って「勇気を出しなさい。
あなたは、エルサレムでわたしのことをあかししたよう
に、ローマでもあかしをしなければならない」と言われ
た。』（使 23:11）神様はいつも勇気づけ、励ましてくれ
ています。心を取り換えてくださると信じて、祈り備え、
どんなことが起こっても冷静に判断できるように、そし
てパウロのように証して生きる者になりたいと願います。
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原田安祐美

堀川智壽

松崎智裕　牧征實
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牧一穂


